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文部科学省による放射性物質環境移行調査 

第一次結果報告 
 

本年6 月6 日から実施してきました，平成23 年度科学技術戦略推進費「放射性物質による

環境影響への対策基盤の確立」『放射性物質の分布状況等に関する調査研究』におけるマ

ップ関連事業について，森林内の移行について成果がまとまったことから，土壌中の詳細

な放射性核種の深度分布，森林，放射線セシウム測定結果の一部をとりまとめた。 

 

１．本調査の実施目的 

文部科学省は，住民の健康への影響及び環境への影響を将来にわたり継続的に確認するた

め，マップ作成に加え，川俣町山木屋地区を中心にモデル地域を設定し，放射線核種の環

境への移行調査を行っております。最終報告に先立ち，測定されたデータの迅速な公開を

行うとの立場から，土壌内の，降水，森林，地中水，河川への放射性セシウムの移行につ

いて調査を行った。 

 

２．本調査の詳細 

○森林調査： 6 月6 日～8 月31 日 

 土壌詳細深度分布調査 7月15日～8月31日 

○試料採取者：国立大学法人筑波大学， 

○試料分析者：国立大学法人筑波大学，気象研究所 

○対象項目 ：森林，降水 

○本調査において，計画的避難区域である川俣町山木屋地区にモデル地域を設定して，詳細

放射性セシウムの環境への移行調査を行った。 

○本調査においては，土壌の深度分布を正確に測定するために，スクレーパープレート(5mm

間隔で土壌を削り取って採取する装置)を用いて，山木屋地区の様々な土地利用が異なる7

カ所において，詳細なセシウムの土壌断面分布調査を行いました。なお，この手法は，IAEA

において，土壌断面中の放射性核種を正確に測定するための標準的な測定手法として認め

られている手法である＊１｡  

○森林内には，スギ壮齢林(40-50年生)，スギ若齢林(18年生)，広葉樹混交林の3地点におい

て，8m-12mの櫓を建て，樹体や葉に含まれるセシウム134，セシウム137 の核種分析を行

った。また，櫓を用いて，高度別の放射線量・セシウムの空間線量を測定した。 

○また，開けた地域における降水に加え，林内雨を採取し，100μmのメッシュにて不純物を

除去した後ゲルマニウム検出器にて測定し，森林内外での放射性核種の降下状況を週1回程

度継続的に測定した。 



 

本調査の結果と考察 
○高所作業車および，タワーを用いて，森林内外の空間線量を測定した（資料1）。その結

果，森林外においては，地表面線量が最も高く，3mまでで急激に減少するのに対し，広葉

樹においては，地表面でやや高くその後ほぼ一定の値をとることがわかった。一方， スギ

若齢林においては，地表面付近の線量は低く，樹冠に部分において最大の値を示した。ま

た， 針葉樹壮齢林においても樹冠において最大の値を示しており，地表面においてもやや

高い値を示した。 

 

○タワーを利用して，生葉について，放射性セシウムの濃度を測定した結果（資料２）， 

・広葉樹混合林では，セシウム 137 で平均 15.4KBq/kg，セシウム 134 で平均 14.3 KBq/kg  

スギ林では， 

・スギ若齢林では，セシウム 137 で平均 50.9KBq/kg，セシウム 134 で平均 42.8 KBq/kg 

・スギ壮齢林では，セシウム 137 で平均 46.3KBq/kg，セシウム 134 で平均 39.6 KBq/kg 

であり，スギ林は，広葉樹混合樹林に比べて平均で 3 倍程度，放射性セシウムの濃度が

高い傾向にあることが確認された。 

 

○スギ林の枯葉について，放射性セシウムの濃度を測定した結果， 

・スギ若齢林では，セシウム 137 で平均 44.9KBq/kg，セシウム 134 で平均 39.3 KBq/kg 

・スギ壮齢林では，セシウム 137 で平均 118.9KBq/kg，セシウム 134 で平均 103.8 KBq/kg 

であり，スギ壮齢林は，スギ若齢林に比べて 2 倍程度の濃度であることが確認された。

また，スギ若齢林は，生葉と枯葉で濃度に大きな差はなかった。 

 

○各林分において，ポータブルゲルマニウム検出器によって，空間におけるセシ

ウム137を高度別に測定したところ，広葉樹林では，表面付近が高く，樹冠付近

でやや上昇した。これに対し，スギ若齢林，壮齢林とも樹冠付近で最も高く，

地表面付近ではセシウム-137濃度が低いことがわかった。 
 これらの樹種による違いは，原発事故時点において葉が存在していたかどうかというこ

とに起因すると考えられる。落葉表層については，広葉樹林においては，43万 Bq/kgの放

射性セシウム137，針葉樹においても，7万から10万 Bq/kgの放射性セシウム137が検出さ

れました。これらのデータは森林内のリターの除去が除線に重要であることを示唆する。 

○スクレーパープレート(5mm間隔で土壌を削り取って採取する装置)を用いた土壌深度深度

分布調査の結果(資料４)，ほぼすべての地点において，放射性核種は，表層5cmの位置に存

在していることが明らかになった。森林においては，リター層(落葉・落枝)に49-90％の放

射性セシウムが存在していることがわかった。 
○森林内外の雨水中における放射性セシウム濃度を測定したところ（資料５），林外雨に含



まれる放射性セシウムの濃度は概ね 0.3-0.4 Bq/kg 以下であることが確認された。一方，

林内雨に含まれる放射性セシウムの濃度は， 

・広葉樹混合林では，セシウム 137 で平均 36.7 Bq/kg，セシウム 134 で平均 31.8 Bq/kg 

・スギ若齢林において セシウム 137 で平均 93.6 Bq/kg，セシウム 134 で平均 80.4 Bq/kg 

・スギ壮齢林においてセシウム 137 で平均 133.7 Bq/kg，セシウム 134 で平均 111.3 Bq/kg 

であり，地点におけるばらつきも大きいことが明らかになった。 

スギ林内の林内雨に含まれる放射性セシウムは，広葉樹混合林の林内雨に比べて濃度が

大きい傾向があることが確認された。また，スギ林の中でもスギ壮齢林の方がスギ若齢

林よりも林内雨に含まれる放射性セシウムの濃度が大きいことが確認された。 

○樹幹流に含まれる放射性セシウムの濃度は， 

・広葉樹混合林では，セシウム 137 で平均 42.8 Bq/kg，セシウム 134 で平均 37.0 Bq/kg 

・スギ若齢林において，セシウム 137 で平均 38.3 Bq/kg，セシウム 134 で平均 35.2 Bq/kg 

・スギ壮齢林において，セシウム 137 で平均 59.8 Bq/kg，セシウム 134 で平均 48.4 Bq/kg 

であり，スギの木の幹を伝って流れる樹幹流の方が，広葉樹混合林に比べて放射性セシ

ウムの濃度が大きい傾向にあることが確認された。 

 これらの値を単位面積あたりの蓄積量として計算したところ，林外雨は，採取期間ごと

でおよそ 10 Bq/m2 であるのに対し，林内雨においては，広葉樹で 50-200 Bq/m2,スギ壮

齢林および若齢林においては,300-8000 Bq/m2に達する。このことは林内においては，現

在も土壌に向かって移行が継続して起こっており，森林を放置すると除染がより困難に

なることが予想される。 

〇，また，調査期間中，１週間ごとに森林内に降下する雨について，雨量と雨に含まれる

放射性セシウムの濃度を比較したところ，一定期間に降下する雨量が多いほど，放射性

セシウムの濃度が低くなる傾向があることが確認された。このことは，一定時間に降下

可能なセシウム-137 には上限があることが示唆される。今後詳細は化学組成の解明によ

る原因究明が期待される。 

 

 

＊1:Zapata, F. ed (2002) Handbook for the Assessment of Soil Erosion and Sedimentation 

Using Environmental Radionuclides, Kluwer. 217 pp. 

＊2: Philips et al (2000) Hydrolgical Process. 14. 2589-2602. 



調査位置図資料１





○各森林内の葉等に含まれる放射性セシウムの濃度は以下のとおり。

①広葉樹混合林

②スギ若齢林

③スギ壮齢林



資料２



広葉樹林における高度別セシウム濃度と葉の放射性セシウム濃度

資料３

スギ(若齢林）における高度別セシウム率と葉の放射性セシウム濃度

スギ(壮齢林）における高度別空間線量率と葉の放射性セシウム濃度



スクレーパープレート
5mm間隔で土壌を削りだして採取

資料４

塚原製作所(岐阜）058‐231‐7085 
http://www.tukahara‐ss.co.jp/products/seisaku.html で購入可



森林内土壌における放射性セシウムの深度別の蓄積状況の確認結果

濃度分布 インベントリ分布濃度分布 イン ントリ分布

⑦‐2 スギ林
（若齢林）

ベ 分布
濃度分布
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